
信州ITバレー構想の実現に向けて

野尻湖（信濃町）

長野県 産業労働部 産業立地・IT振興課

2025.３
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長野県の現状

長野県には100,000事業所あるが
IT事業者※は200社程度・ユーザー側でもIT人材が不足
※ 中堅クラス以上のIT事業者
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➢ 高い技術力を持った製造業の集積
• 業種別製造品出荷額 （2020年工業統計）

情報通信機器製造業 10,873億円 全国１位
電子部品製造業 7,362億円 全国２位

• 地方最大級の工業系展示商談会 諏訪圏工業メッセ の開催

教育環境の良さ（信州やまほいく）スキー場の数全国トップクラス

ワイナリーの数 全国トップクラス

➢ クリエイティブ企業の立地の動き

星空人気スポットランキング 日本一

➢ 移住したい都道府県ランキング19年連続1位
• 首都圏や中京圏からの交通アクセスの良さ

• 全国トップレベルのコンテンツ（豊かな自然、温泉、スキー、教育環境、ワイン 等）

（宝島社「田舎暮らしの本」）

ワーケーションの聖地 長野でテレワーク
日経トレンディ 2021年ヒット予測ランキング 第９位

➢ 年間延べ8,014万人が訪れる山岳観光県
（令和５年観光地利用者統計調査）

長野県のポテンシャル
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～Society5.0時代における地方創生～

長野県産業イノベーション推進協議会

2019年
９月策定
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27.8%*1,904万円 (2018年）8

549カ所*

(2024年度)

(2021年度)

全国７位

全国14位

全国20位→

全国15位→
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ユーザー 生産性の向上・DX

9.4 ％（2018 年）

県内１０万事業所

ＡＩ・ＩoＴ等
導入率

導入率を上げるため
ＩＴ人材の確保・育成

が喫緊の課題

導入率を５割へ！
（解決策・目標）

ＩＴベンダー ビジネス機会創出

27.8 ％（2024 年）
（現状）
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構想の実現に向けた３本の柱

① ITビジネス創出・誘発

IT人材・IT産業の集積に向けた エコシステムを形成

① IT企業の開発力向上やビジネス創出支援の強化

② 全ての産業のDX推進によるIT企業活躍の場づくり

③ 県内でグローバルに活躍するIT人材の育成・誘致・定着

課題：県内ＩＴ企業の高度化（開発型への転換）
目標：ＩＴ事業所数700ヵ所

新たな価値創出・技術革新
を促進

② 産業DX推進

③人材育成・確保
課題： Top人材、DＸを推進する人材の不足
目標：デジタルコア人材の確保

産学官55機関

産業DX
コーディネーター

西村元男氏 角田孝氏

安藤国威氏
県立大学顧問

田中 清氏

構成団体 約50社

構成団体 約70社
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信州ITバレー推進協議会（NIT） （53団体）
産学官連携によるコレクティブ・インパクト創出

会 長顧 問

浅井和行氏
（NTT東）

山浦愛幸氏
県産業振興機構
（NICE）理事長

＜事務局＞
NICE
副理事長

神澤鋭二氏
NISA会長、

キッセイコムテック社長

NIT発足：2020年1月（当時31機関）

小林 一樹氏

課題：ＩＴを担う人材の不足、全産業でのDX
目標：AI・IoT等導入率 50％
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信州ＩＴバレー構想実現の加速化

7Copyright©2025 Nagano Prefecture



相互に情報を共有しあい、結果、プロジェクトが順次立ち上がっていくネットワークを構築

県外IT企業

県内大学等
県内産業支援機関

・市町村 等

県内IT企業
県内ユーザ企業

※DAO（Decentralized Autonomous Organization）：「分散型自律組織」中央集権的な権力を持つリーダーがおらず、参加者全員が平等な立場で組織が運営される。Web3時代の組織運営形態と言われる。

オープン
イノベーション

部会

ファイナンス
部会

IT企業誘致
（デジ田都市）

部会

地域DX推進
部会

他に

ＧＸ部会
検討中

※部会名は現時点の予定、今後、活動が進むなかで部会の変更や追加も想定

グローバル
部会

信州ITバレー構想

PJ共創ネットワーク

DAO型の組織

ライフスタイル
デザイン部会

県内IT企業 受託型から開発・伴走型の高収益へ
＋ PJ共創

県外IT企業 コラボレーション、IT人材の集積

活動方針
DX支援外需取込み

ITソリュー
ション
データ
ベース

（構築予定）

企業
ソリューション

加速化１プロジェクト共創ネットワーク設立 2022年11月9日（水）＠軽井沢町
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2024年 ＠軽井沢町

・県産業振興【特に信州ITバレー構想】に関する意見交換・交流の場
・軽井沢在住の、主に経営者、IT系企業・人材との交流を図る
・多彩な出席者の交流を通じて信州リゾートテレワークをＰＲ

加速化２軽井沢NAGANOサロン開催

9

スピーチや阿部知事総括の様子（写真：2024年度）
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目的

スピーチ

年度 氏名 所属（登壇時点） テーマ

2022年 安藤 国威氏
信州ＩＴバレー推進協議会顧問／
長野県立大学理事長

IT人材の更なる集積

芳野 まい氏
東京成徳大学准教授／
信州大学社会基盤研究所特任教授

アペリティフ：サロン文化の魅力と威力

土屋 守氏 （株）ウイスキー文化研究所 代表取締役 ウイスキーツーリズムビジネス

島岡 高志氏 軽井沢蒸留酒製造（株）代表取締役
ウイスキーと長野県の可能性

IAN CHANG氏
軽井沢蒸留酒製造（株）
副社長／マスターブレンダー

2023年 松尾 英理子氏
サントリーコーポレートビジネス（株）
広域法人営業本部 営業部長

人と自然と響きあう、働き方の未来

茂谷 浩子氏 東日本電信電話（株）長野支店 支店長 NTT 東日本が取り組む「まちづくり」

2024年 松浦 真弓氏
アステリア㈱
社長付地域共創エバンジェリスト

信州リゾートテレワークが育む地域共創
－軽井沢リゾートオフィスの取り組み－



1位 東京都
2位 大阪府
3位 福岡県
4位 神奈川県
5位 愛知県
6位 石川県
7位 沖縄県
8位 宮城県
9位 北海道
10位 広島県
11位 香川県

12位 長野県

R3経済ｾﾝｻｽ（速報）及び日本の統計2022 より

受託開発ソフトウェア業
人口１千人当たり事業所数

高付加価値型とあわせ
事業所数を全国トップクラスへ

平成27年長野県産業連関表から抜粋

情報通信業を受託型から開発型（IT産業）へ
製造業と同様高付加価値型へ！！

構想実現 目指す姿
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信州ＩＴバレー構想の推進について

《これまでの主な取組（～R６）》

【目指す姿】Society5.0時代を共創するＩＴ人材・ＩＴ産業の集積地「信州」
～ ＩＴ技術で拓く長野県産業の新時代 ～

●ＩＣＴ産業立地助成金 ＜交付決定件数計 35件(R7.1末現在) Hajimari、ベネフィットワン、アステリア 等＞

ＩＴビジネス創出・誘発

産 業 D X

● 中小企業融資制度資金（信州創生推進資金：ＩＴ産業向け）

● スマート農林業の普及促進＜R3.12ナガノイノベーションフィールド開設＞

ＩＴビジネスを創出するエコシステム形成・県内ＩＴ企業の開発力向上（開発型企業への転換）

ＩＴ企業の立地環境整備（県内へＩＴビジネスを呼び込む環境づくり）

●ナガノフレッジ ＜R2 参加者：1,600人超 長野市、軽井沢町 他＞

〇フラウンホーファー研究機構との情報交換や相互交流（信州大学）＜R6 工技センターにサテライトオフィスを設置＞

● ＡＩ・ＩｏＴ等先端技術利活用支援拠点（長野県ＩｏＴ推進ラボ）
＜R1~3延べ相談 1,551件、ＡＩ・ＩｏＴ等先端技術活用に係る補助件数 計28件＞

実

装

開

発

● 持続可能な商店街に向けたデジタル活用支援事業（3,000千円 ）
専門家による相談・指導体制を確保することで、各商店街の課題や特性に合わせたデジタル技術の活用を促進

● ソーシャルビジネス創業支援金 ＜ＡＩ活用型農業機械開発、３Ｄスキャナー開発 等＞

創

出

誘

発

● コンソーシアム活用型ＩＴビジネス創出支援事業（42,899千円）
産学官コンソーシアムを活用し、地域課題解決や産業ＤＸの推進に取り組む企業の連携プロジェクトを支援

ＩＴビジネス環境の魅力発信、施策が最大の効果をもたらすようプロモーションを展開情報発信 他

● おためしナガノ ＜H27~R6 参加数 151組240名 R5までの県内に拠点を維持・活動するとした者 約７割＞

● 企業DX推進人材育成講座事業 ＜R6講座受講者・講座動画視聴者 延べ238名（R7.2.14現在）＞

多様なＩＴ人材の育成・誘致・定着

● プロフェッショナル人材戦略拠点 ＜ＩＴ人材マッチング H28~R6：延べ68名（R6.12末現在）＞

● 信州未来アプリコンテスト（R6：信州ゲームクリエイターズチャレンジ）
＜参加者H27：15件→Ｒ４：94件 H30～R2参加者が未踏Jr.採択（中学1年生）等 R6 応募者数30組、ピッチ大会参加者数７組＞

● おためしナガノ2.0事業（12,686千円）
県外のＩＴ人材に対して、オフィス利用料、交通費等を補助し、県内に「おためし」で住んで仕事をする機会を提供

● 女性デジタル人材育成事業（デジチャレ信州事業）（15,950千円）
求職中の女性を対象にデジタルスキル習得とキャリア形成を支援、柔軟で多様な働き方が期待されるデジタル分野での就職・起業を促進

育

成

誘
致
・
定
着

《R７ 県の主要事業（予算額）》

ＩＴ人材の育成

県内企業へのＩＴ人材の誘致・定着

● リゾートテレワーク推進事業（15,346千円）
信州リゾートテレワークの提案により、新たな人の流れを作り出し、ＩＴ人材・企業の誘致と地域の活性化を推進
クリエイティブ コネクトの開催や関西ＰＲ（大阪・関西万博TeamEXPO2025出展、交流イベント）等を実施

●専門家派遣事業（7,957千円 ）
民間の専門家を派遣することにより生産性向上や経営革新等を促進、省力化特別枠を新設

● スマートファクトリー・ＡＩ・ロボット基盤技術高度化推進事業（4,862千円 ）
工業技術総合センターで企業におけるスマートファクトリーの実現に寄与する技術開発を実施、既設の研究会等と連携し成果を普及

により、エコシステム形成を促進
●県事業 〇推進団体事業 等

● リゾートテレワークの推進
＜モデル地域12地区での環境整備、100以上の受入施設、都市圏企業等に向けたプロモーション活動、R5実施者：5,752人＞

１

２

３

● 信州スタートアップステーション
＠長野市（NICOLLAP）＠松本市（サザンガク）＜延べ相談 R2～6(1月末現在)計2,522件＞

全ての産業のＤＸ推進と高度化の加速（実装支援と開発支援）

①ＩＴ企業の開発力向上やビジネス創出の支援を強化 ②全ての産業のＤＸ推進によりＩＴ企業活躍の場づくり

③県内でグローバルに活躍するＩＴ人材の育成・誘致・定着

● コンソーシアム活用型ＩＴビジネス創出支援事業 ＜R3~6：46件 採択＞

○ ＤＸ人材育成プログラム（NTT東日本・信州大学・県立大学・県（工短））
＜R3.7～8 学生約200名が参加＞

● ＩＣＴ産業立地助成金（428,900千円 ）
県内産業のDX促進に資する情報サービス業等の立地を促進、全国トップレベルの助成制度

● 地域密着型企業誘致事業（チャレンジナガノ2.0）＜R6:12市町村・広域連合に対し68者から167提案＞

● 生産性向上推進リーダー育成講座事業（9,000千円 ）
企業内のDXや製造業の生産性向上を推進する人材を育成するための在職者向けの講座を実施

● ＩｏＴ導入実践研修＜R1~5計 4会場 71名参加＞

●シシコツコツ（関連の個別イベント含む）＜R5 イベント開催回数４回＞

（実績等は令和７年１月末時点）

● リゾートテレワーク推進事業（再掲）

● 地域密着型企業誘致事業～チャレンジナガノ2.0～（22,000千円）
市町村等と県内外のＩＴ企業の共創による地域の魅力向上の取組を支援

● デジタル化一貫支援体制整備事業（26,854千円 ）
汎用的なデジタルツールによる県内事業者の省力化を支援するとともに、デジタル化の一貫した支援体制を整備
デジタルツール情報の充実、プラットフォーム及びDX認定制度に係る周知セミナーを実施

● 日独産業連携推進コーディネーター事業（1,764千円 ）
日独連携推進コーディネーターを招聘し、シンポジウムの開催やドイツと県内企業のマッチング・相談会等を開催

● 信州スタートアップ・承継支援ファンド
＜R4設立 19件投資実行＞

○地域デジタル人材育成
・確保推進事業（国事業）

現場研修プログラム候補の
案件組成＜県内5企業での
現場研修実施＞(R4)

● デジタル革新に挑むDX人材育成講座（全7回）

＜R6 工短・南信工短 104名、県内大学等230名、社会人（配信動画視聴者含む） 406名＞

UP

● DXソリューション提案事業 ＜提案件数 R6：6件(共同研究4件、インストラクター派遣2件)＞

● 海外IT人材獲得支援事業（8,374千円 ）
課題解決をテーマとするインターンシップ等を通じた人材受入のきっかけを提供することで、県内事業者の海外IT人材の獲得を促進
インターン候補者とのマッチング、インターンシップの実施や人材の定着につながる取組への助成等

産業立地・ＩＴ振興課

UP

● 宿泊事業者のＤＸ支援事業（500,607千円 ）
宿泊事業者の生産性向上の取組を促進、予算管理・精算システム等の導入・機能拡充に係る経費を補助

NEW

UP

NEW

UP

NEW

● 信州スタートアップ・承継支援2号ファンド
＜R6設立 1件投資実行＞

○ 地域DX促進環境整備事業（国事業） ＜R4 補正（NICOLLAP、NICE）他 ＞

NEW

NEW

● 信州農業の未来を創るスマート農業導入支援事業（120,384千円 ）
ロボット・ＡＩ・ＩＣＴ等先端技術を活用した「スマート農業」の導入による省人・省力化を推進

UP

● デジタルリテラシー人材育成研修＜R6 全８回 16名参加＞

● ５Gラボ・ DXラボ・３Ｄラボ（工技センター岡谷、松本、長野）
＜生産現場のＤＸ支援 R1~4計16件＞
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コンソーシアム活用型ＩＴビジネス創出支援事業 【R７予算額】 42,899 千円

【R６予算額】 53,688 千円

産学官連携コンソーシアムを活用した共創による

革新的なITシステム開発を支援（補助）

対象経費：
システム開発に要する経費

（人件費、消耗品費 等）

対象者 県内 IT中小企業

400 万円

令和7年度は 事業費

総額 4,289万円で
強力に県内でのITビジネス創出を後押し

ニューノーマル対応
（非接触、遠隔、押印廃止 等）

産業ＤＸ
（ものづくり、農業、林業 等）

地域課題解決
（医療、福祉、交通 等）

コーディネート
マネージャー

（元日本IBM）

宮澤秀直氏

産業DX
コーディネーター

地域・企業のニーズを踏まえたハッカソンやア
イデアソンの開催、先進事例研究等の取組
みを支援

コンソーシアム

形成

西村元男氏
（元電算）

角田孝氏
（元富士ゼロックス）

【事務局】

ȤɜȨº

AI/IoT ȰȹȍȢ
¤טּ

ȤɜȨº

②コンソーシアム活用型ITビジネス創出支援事業①コンソーシアム拠点支援

限度額

・イベントの共同開催

・資金面のサポート 等

補助率 1/2以内
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ICT産業立地助成金

全国トップ水準で助成！

対 象 者 長野県に事業所を新設するICT事業者
※情報サービス業、インターネット附随サービス業

支援内容

助成限度額 最大3億円

支援事例

凸版印刷

システム開発部門の強化を目的に
飯綱町にシステム開発拠点

「ICT KŌBŌ」を新設

シソーラス

善光寺門前にITを活用した
ビジネスプラットフォーム開発拠点
ITコンサル・WEBアプリ開発会社

設備取得

最大40％
賃借料

最大60％
新規雇用

最大110万円/人

助成対象事業計画
（H28～ 34件を支援中）

・ 企業投資額 約34億2,249万円
・ 新規常勤雇用者 884人

助成対象事業実績
（交付済額 2億1,850万円）

・ 企業投資額 約2億4,814万円
・ 新規常勤雇用者 192人

Copyright©2023 Nagano Prefecture 13



チャレンジナガノ2.0（R5まで「おためし立地チャレンジナガノ）
【R７予算額】 22,000 千円

【R６予算額】 22,488 千円

市町村の地域課題を集約

課題解決に取り組む企業を募集

応募した企業と市町村とのマッチング

企業誘致へと
つなげていく

ᵑ ─ ᵒ ─

ᵓ ─

ⱴ♇♅fi◓

ᵕ ᵔ ─

כꜗ☺כⱨⱴⱠכ♅
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Ｒ６市町村の地域課題一覧

チャレンジナガノ2.0 事業モデルを他地域へさらに展開！

Copyright©2023 Nagano Prefecture

【テーマ】
上田市の「日本遺産を活用した」地域活性化

【課 題】
・上田市の歴史・文化を紡ぐストーリー（日本遺産）を通した文化
財の魅力再発見、価値の再認識、魅力発信による観光誘客・地域活
性化

上田市

【テーマ】
地域に即した次世代公共交通の構築

【課 題】
・車の運転ができない人でもストレスフリーに移動できる交通システ
ムの構築

・ドライバーの確保による平日午前・夜間の移動手段の維持

駒ヶ根市

飯田市 【テーマ】
リニアのポテンシャルを活かした企業誘致、産業支援、若者に選
ばれるまちづくり

【課 題】
・リニア駅における企業誘致や若者や女性が働きたい/住みたいと
思える環境の整備

・多様な働き方やライフスタイルの実現と地域経済の活性化

【テーマ】
地域外の人材ネットワーク形成と地域の内発的な活動のつながり
づくり

【課 題】
・移住定住や関係人口の促進による個人の生きる力の育成
・地域内企業の活力の向上や持続可能な地域づくり

飯田市

【テーマ】
南信州の里山を守る竹林整備及び竹資源活用商品の開発

【課 題】
・竹林の適正な管理による、豊かな水源涵養機能を有する美しい里
山の維持

・竹資源を活用した新産業の創出、発展

飯田市
根羽村

【テーマ】
会ってほしい”ヒト”がいっぱいいます！
～ヒトの魅力が伝わるパッケージツアーを作りたい～

【課 題】
・辰野町の魅力的な”ヒト”と出会える持続的な手段の構築

辰野町

佐久穂町 【テーマ】
地域コミュニティ維持・住民の健康維持のための交通システムの

変革

【課 題】
・サステナブルな交通システムの構築（ドライバー確保・コストの
最適化）

・最適な交通システムの提供による地域コミュニティの維持及び住
民の心身の健康の維持

佐久穂町 【テーマ】
地域の安心につながる防災情報伝達システムの構築

【課 題】
・災害時やスマートフォンに不慣れな方でも利用可能かつ効率的な
防災情報の伝達システムの構築

・災害時に限らず、普段の情報発信（訃報情報の発信等）にも使え
るシステムの構築

立科町 【テーマ】
住民が活躍する中山間自治体の新しい働き方実現プロジェクト

【課 題】
・社会福祉型テレワークの推進と発展
・地域住民が自分らしく活躍できる就労環境の創出
・雇用所得、生産付加価値額の向上

【テーマ】
千曲市に安心と賑わいをもたらす地域防災拠点・道の駅プロジェクト

【課 題】
・災害時に地域防災拠点として車で逃げ込み一時避難できるような設
備の整備

・平常時は地域の活性化につながるような継続性・収益性のある施設
も有する道の駅の整備

千曲市
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Ｒ６市町村の地域課題一覧

チャレンジナガノ2.0 事業モデルを他地域へ更に展開！

Copyright©2023 Nagano Prefecture

飯島町 【テーマ】
自然や農業を活かした滞在型観光や移住定住の促進

【課 題】
・農業や農村風景を活かした滞在型観光・移住定住の促進

【テーマ】
官民連携による、若者に選ばれる上伊那を目指して

【課 題】
・若者にとって魅力的な就業機会の提供
・UIターン促進のための情報発信
・地元企業の魅力向上、採用力強化

上伊那
広域連合

【テーマ】
南木曽駅前の空き家・空き店舗の活用による地域活性化と観光振興

【課 題】
・南木曽駅前の利便性の高いエリアに存在する空き家・空き店舗の
有効活用

・妻籠宿等を訪れる観光客向けの事業運営による観光振興

南木曽町

泰阜村 【テーマ】
風水薫るときめきの郷
「農」のある暮らし「たまにはぼっーとのんびりと」

【課 題】
・担い手不足により増加している耕作放棄地の有効活用
・農業の持続可能性の向上

【詳細はチャレンジナガノのホームページへ
→ https://challenge-nagano.com

https://challenge-nagano.com/
https://challenge-nagano.com/


東日本電信電話株式会社
（東京都新宿区）

駒ヶ根市

・地域の事業者と連携した新たなワーケーション
コンテンツ作りへの取組

駒ヶ根市 アンテナ株式会社
（東京都中央区）

・地域と連携した魅力発信のコンテンツ創出への
取組

伊那市 株式会社Hajimari
（東京都渋谷区）

・地域で働くIT人材呼び込みに向けた仕組み
づくりへの取組

伊那市 株式会社グリーンウォーターズ
（東京都千代田区）

・地元IT企業と連携し、プラットフォームを活用
した地域におけるIT人材育成の取組

千曲市 株式会社アイディアプラス
（東京都千代田区）

・障がい者就労支援事業所の工賃アップ支援
への取組

喬木村 地域力創造株式会社
（東京都台東区）

・空き家活用による地域おこしの取組

喬木村 東日本電信電話株式会社
（東京都新宿区）

・探求学習プログラムの実施を通じた交流人口
創出の取組

おためし立地チャレンジナガノ【令和５年度重点推進枠取組】

千曲市

・障がい者就労支援事業所の工賃アップ支援
への取組

地域力創造株式会社
（東京都台東区）

17

県内外の61者から合計155提案
重点推進 ：課題解決の取組を県が伴走支援 76提案 伊那市、駒ケ根市、千曲市、喬木村

パートナー枠：課題解決の取組を市町村が主体で実施 76提案 上田市、千曲市、辰野町、豊丘村、木曽町



プロジェクト化事例①

市町村：諏訪市

課 題：諏訪独自ブランドＳＵＷＡプレミアムの認知度
向上、収益増加を図りたい

企 業：アンテナ㈱

技 術：ＷＥＢマーケティングを得意とした企業。ＳＥＯ
対策等、独自の技術と実績を持つ

取 組：地域の団体と連携してＳＵＷＡプレミアムに関す
るウェブ戦略を強化、売上向上等の実績が出始め
ており、契約も更新、継続中。

企 業：㈱ＮＡＶＩＣＵＳ

技 術：ＷＥＢマーケティングを得意とした企業。ＳＮＳ
等を活用したＷＥＢ戦略を得意とする。

おためし立地チャレンジナガノ【事業化第１号】



プロジェクト化事例②

市町村：白馬村

課 題：観光交通として定時路線バスがあるが、顧客
ニーズと合っていない

企 業：SWAT Mobility Japan

技 術：経路分析や、交通の最適化を図るアプリ開発
等のMaaS 技術を得意とした企業

取 組：マッチング企業だけでなく、地元の交通事業者や、
大学とも連携したプロジェクトとして実施。
実証実験を２回行い、R06 からは実装予定。
オンデマンドバス化により、顧客ニーズ等に応え
るほか、二酸化炭素排出量の削減等にも貢献。

さらに、観光だけでなく、スクールバスや住民の足等への応用も検討開
始！

おためし立地チャレンジナガノ【事業化第２号】

実証実験を数回実施、実装、他アプリとの連携等、更に広がりを見せ
ている

特 徴：産官学での取組プロジェクトＮｏ１事例



プロジェクト化事例③

市町村：辰野町

課 題：福祉バスの利便性の低さや、利用率の低さ

企 業：㈱バイタルリード

技 術：人工知能を活用したAI 予約・運行システムである
自社アプリTAKUZO を開発。

取 組：地元唯一のタクシー業者と連携し、定額制デマン
ドタクシーとして、実証実験を開始、実装に至る。
県内初の定額料金制を導入し、自宅前まで迎えに
来る乗り合いタクシーとして注目を集めている。

地元タクシー事業者

おためし立地チャレンジナガノ【事業化第３号】



プロジェクト化事例④

市町村：中野市

課 題：伝統野菜を始めとした農業の人材不足解消
と共に、中野市のファンを増やしたい。

企 業：㈱おてつたび

技 術：旅とお手伝いをかけあわせた独自サービス
を展開。
若者を中心とした独自のネットワークを有
する。

取 組：地元の農家と連携し、中野市のプランを作成。ネットワークからの誘客を図る。更に、
これまで単発の旅企画のみであったが、農家の栽培や収穫、都内への販売イベントに至
るまで数回のシリーズ化を行い、企業としての宇野試みに挑戦。参加した旅人を中野市
コミュニティへ呼び込み、多くのファン獲得を狙う。
複数メディアにも取り上げられ、注目の事業

※おてつたびHPより抜粋 https://otetsutabi.com/plans/3955

地域の農家

おためし立地チャレンジナガノ【令和４年度実績：事業化第４号】



おためし立地チャレンジナガノ【令和４年度実績：事業化第５号】

抜粋：大糸タイムス 記事 令和５年（2023年）８月27日
22

市町村：大町市

課 題：「大自然がはぐくむ『水』をまちのブランドに」
水をブランド化し、インバウンド需要を呼び込む

企 業：Japan Navi Group

技 術：シンガポール発ベンチャー。シンガポールでは日
経メディア売り上げNo1 のSingaLife を発行。
近年ではメディアで培った技術を活かし、インバ
ウンド需要を呼び込む地方創生事業等を手掛ける。

取 組：Japan Navi Group と、大町市、長野県立
大学による産学官の取組。今年度は、長野
県立大学の学生８名がJapan Navi Group
のインターン生として参画し、三者連携に
より、シンガポールの有名インフルエン
サーとコラボしたファムトリップの実施や、
SNSを活用した大町市の海外ブランディン
グなどに取り組みます

プロジェクト化事例⑤

βファムトリップ

・・・モニターツアーの一種。観光地の誘致促進のため、現地を視察するツアー



プロジェクト化事例⑥

市町村：豊丘村

課 題：農業の担い手不足による遊休農地の増加

企 業：㈱TRINUS

技 術：「埋もれた資源を活用することで、新たな
ライフスタイルを提案する」をテーマとし
たD2C 事業を実施。生活に彩を与える切り
枝を定期的にお届けするサブスクサービス
「枝もの定期便」を運営。3,000 名超のア
クティブユーザーを抱える。

取 組：㈱TRINUS が豊丘村と包括連携協定を
結び(R6.4) 、花木などの枝ものを遊休
農地に栽培し、採取・出荷・販売する
ビジネス展開により、遊休農地等を有
効活用、その解消を図る取組として展
開。

おためし立地チャレンジナガノ【令和５年度実績】

豊丘村



プロジェクト化事例⑦

市町村：小諸市
課 題：人手不足に悩む地元の企業を支援したい。

企 業：㈱アンテナ
技 術：ＷＥＢマーケティングを得意とした企業。

ＳＥＯ対策等、独自の技術と実績を持つ

取 組：アンテナ㈱と小諸市が連携し、地域内の
雇用者を求める企業と、雇用者のマッチ
ングを図るための情報プラットフォーム
を立ち上げ。小諸市に縁のある情報に特
化して発信できることを目玉にシステム
設計、運用開始。同時に地元企業の
WEB での発信力強化の個別支援も行う。

おためし立地チャレンジナガノ【令和４年度実績】

小諸市



プロジェクト化事例⑧

市町村：下條村
課 題：移住者の呼び込みを強化し、人口減少を食

い止めたい。

企 業：㈱アンテナ
技 術：ＷＥＢマーケティングを得意とした企業。

ＳＥＯ対策等、独自の技術と実績を持つ

取 組：村の知名度向上の一つとして、移住者の呼び込
み強化に着手するため、移住者のためのプラッ
トフォームを立ち上げ。下條村の会議やイベン
トにオンラインで誰でも参加できる「S-テレ会
議」、地域の様子の発信や移住者の声を紹介す
る独特なコンテンツを設置し、移住者希望者の
増加を目指す。

おためし立地チャレンジナガノ【令和４年度実績】



プロジェクト化事例⑨

市町村：下條村
課 題：移住者増加のため村の知名度向上や農

業活性化を図りたい。

企 業：BlueKettle ㈱
技 術：土の中の微生物を活性化し、土のブラン

ディングを得意とする企業。更に、商品開
発も手掛け、生産から商品化までのブラン
ディング支援が可能。

取 組：農業の活性化や村の知名度向上を目指して
地域の農場の微生物による土壌改良や商品
開発の取組みを実施。取組の一つである廃
棄梨を使ったシードルを商品化し、クラウ
ドファンディングを実施。
今後はふるさと納税の返礼品としての活用
や、地元農産物を活用したより多くな商品
開発を進めていく

おためし立地チャレンジナガノ【令和４年度実績】



おためしナガノ

県外からITを中心としたクリエイティブ人材が定着

これまで（H27～R6) 150組 238名が参加

うち 90組がその後も拠点維持（約7割）

「おためし」で県内に住んで、仕事をする機会を提供

支援期間 最大半年間（最低３か月以上）
支給内容 最大３０万円（オフィス利用料、引越代、交通費等）

県外からの
企業等誘致

27

(株) Hajimari
柳澤雄也氏（R3)

R4.3月に、長野市に事業所を
設置。東京圏の案件を長野で
対応できるよう、仕組み作りを

行う。

大木洋氏（R3)

辰野町にて、地元のダンススタ
ジオやギャラリースペースのグラ
フィック・ロゴの作成等を実施。
R3.12月に都内から拠点を移
設し、引き続き辰野町を中心に
活躍中。
信州暮らし推進課との連携も。

筒木愛美氏（H30）

安曇野市出身、フリーランスの
Web編集者。
東京で仕事をしていたが、地元に
帰ることを視野に入れて参加。
現在は松本市の「SWEET 
WORK」を拠点に、活躍中。

谷口絵美氏（R1）

横浜出身、東京で仕事をしていた
元区職員のプログラマー。
２拠点居住を経て、佐久市の生
活が気に入り、完全移住。
プログラマーの仕事を継続しつつ、
「移動する小さな観光農園」
等の取組を推進中。

第10期目となる令和６年度は、７市町で19組27名がおためし

【R７予算額】 12,686 千円

【R６予算額】 14,923 千円

Copyright©2025 Nagano Prefecture
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conecuri
合同会社

ḢΊDXⱧỘ

㈱WIAR
WEB マーケティング事業/
ブランド戦略コンサルティン

グ事業

PLEN Robotics
ІЪ˔БГАϼὉ
IoT ᵫ ⱧỘ

Sparkee
語学学習

アプリケーションの開発

ディアベリー㈱

野生に向き合う人を
つなぐデジタル基盤の

実証事業

▄Ḽᵊ
NDK長野サテライトオ

フィス構築計画

ᶽ ◕

״

歴史から辿る長野
県の魅力発信サイ

トの設置

合同会社
SOMEGOOD

Junoveil
（ジュノベール）

世界に一つだけのウェ
ディング刺繍ベールを製

作

TSUKASA 
KIKAKU 
合同会社

映像コンテンツの
企画・制作

ᴥ ἵ
WebЂ˔РІ
ᵫ ʾְ֫ʾЀр
ГрБ ⌠σς

ᴃ
AIϯФз

Ͼ˔Єдрᵫ
σς

㈱パケモ
システム開発事業

および新規案件開拓

上田桜子
中小企業・自治体を対象にし
たオンラインでのコピーライティン

グ・広報物制作支援講座

中桐眞尋
Mahiro Nakagiri

Photography

ϱрЌк˔Ͻ
ЀрЂиЌрБ ự Ẇ

ДЅЌиʾГϼЛкЅ˔
∙Ӿ ʾ ᵫ ˗כ◦

AIЊзв˔ЄдрḼᵊʾ
ᵫ כ◦

ᶊ
ӽᶨ

長南雅也
システム企画
及びシステム

開発等の受託事業

SAITAMA OSAKA TOKYO

TOKYO TOKYO FUKUOKA

KANAGAWA TOKYO TOKYO AICHI

TOKYO

TOKYO

TOKYOKANAGAWA

TOKYO

OSAKA TOKYO TOKYO TOKYO

Simplize㈱
①法人向け事業

グロース支援
②個人向け
キャリア支援
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信州リゾートテレワーク推進事業 【2025年（R7）予算額】 15,346 千円

【2024年（R6）予算額】 21,311千円
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ねらい

県内に滞在して仕事をする人・企業

関係人口（企業）の創出・拡大

効果
新たなビジネスの創出
地域経済の活性化
地域づくりの担い手確保
移住・企業誘致の推進

富士見森のオフィス 信濃町ノマドワークセンター+519worklodge（上田市）

信州リゾートテレワークとは・・・

県外からの
企業等誘致



信州リゾートテレワーク受入施設の集積状況

ハウスホクサイ（小布施町）

信濃町ノマドワークセンター

富士見 森のオフィス

CREEKS COWORKING 
NAGANO（長野市）

ワークテラス佐久

スナバ（塩尻市）

studio リバー（辰野町）
緑友荘(軽井沢町）

こまがね市民活動支援
センターぱとな

ワークラボ八ヶ岳(茅野市）

白馬樅の木ホテル
Workation Hakuba

いいづなCONNECT EAST
(飯綱町）

4

232work&hotel(軽井沢町）

100を超えるリゾートテレワーク受入施設が
地域の特性に応じたリゾートテレワークプランを提供

HPで検索
できます！



31宿泊施設
ワークスペース
運営事業者

アクティビティ
提供事業者

コーディネート
団体

・ ・ ・ ・

ＷＡＪ
参加市町村

連携 連携

長野県

信州リゾートテレワーク推進チーム

関係事業者

オブザーバー

長野県観光機構
日本テレワーク協会

信州リゾートテレワーク推進チーム構成団体一覧（2025.3現在）

信州リゾートテレワーク推進チーム（2021.4設置）

Copyright©2025 Nagano Prefecture

種別 構成団体 団体数

ＷＡＪ
参加市町村

長野市、松本市、上田市、岡谷市、飯田市、諏訪市、須坂市、小諸市、伊那市、駒ケ根市、中野
市、大町市、飯山市、茅野市、塩尻市、佐久市、千曲市、東御市、安曇野市、小海町、佐久穂町、
軽井沢町、御代田町、立科町、下諏訪町、富士見町、原村、辰野町、飯島町、阿智村、下條村、
木曽町、朝日村、池田町、白馬村、山ノ内町、信濃町、飯綱町、小川村

39

コーディネート団
体

（50音順）

安曇野・穂高リゾートワーケーション研究会、軽井沢リゾートテレワーク協会、（株）カンマッセいいづな、
（一社）木曽おんたけ観光局、（株）Shinonome、しくみ（株）、（一社）信州たてしな観光協
会、（一社）諏訪観光協会、（公社）青年海外協力協会、（一社）ちの観光まちづくり推進機構、
NPO法人Nature Service、のりくら観光協会、（株）ふろしきや、（一社）松本ものづくり産業支
援センター、（株）MoSAKU、Route Design（同）

16

県（事務局） 長野県 1

オブザーバー （一社）長野県観光機構、（一社）日本テレワーク協会 2

先進事例の共有や地域間連携を進めるための会議を開催
ワーケーション県内受入環境を底上げ
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2025年度の事業予定
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長野県の魅力や可能性をPR
全国から長野へ 企業・人が行き来する流れをつくります

都市圏企業向けイベント

関西エリアでのPR

メディア広報

タイアップ広告掲載実績

東洋経済 Voicy

専用HP Facebook

県内ネットワーク活性化

パンフレット

勉強会

日経ビジネス

知事参加 関西長野交流イベント

※写真は2024年実績



大都市圏の企業等に向けたPR（2024年度）

月刊誌 Wedge 

2024年11月号
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音声配信プラットフォーム

Voicy

https://voicy.jp/channel/2708

東海道・山陽新幹線のグリーン車に搭載されているビジネス・オピニオ
ン誌。2024年8月に大阪市内コワーキングスペースで実施したイベン
ト「信州とガチで対話する-これからのヒトモノコトの交流-」をレポート。
ターゲット：関西エリアの企業経営者

信州X関西越境交流から生まれる共創の可能性

発行部数：約10万部

①2024年10月23日～
再生数:約8,600

①2024年12月3日～
再生数:約9,500

信州クリエイティブコネクトでトゥギャザーしよう

国内最大級の音声配信プラットフォーム。㈱クロスリバー代表取締役
社長 越川 慎司氏とパーソナリティタイアップ番組を2本放送。
2024年11月開催イベント「クリエイティブコネクト」の開催前宣伝と
開催後レポート。さらにイベントにも越川氏が登壇。働き方・キャリア
形成に悩む都市圏からの新規参加者増につながった。
ターゲット：30～40代のハイキャリアビジネスマン

現地開催イベントと連動 認知のみならず長野県への来訪をねらう



R7県事業

新 DXを推進する人材の育成に向け、県内企業の主体的なリスキリングを支援

➢ 経営指導員との連携による企業支援
経済団体の経営指導員と連携し、県内企業へのリスキリングの取組推奨を実施。
リスキリングの推進ステップや支援制度、実践事例を企業へ展開し、経営者等のリスキリングに対する意識改革を推進

➢ 伴走型コンサルティング支援
経営課題の分析とその課題に対応する経営戦略や人材育成計画策定など、一連のリスキリング推進プロセスを民間
コンサルを活用して伴走支援

➢ 企業コミュニティ形成
リスキリングに取り組む企業同士が繋がる場を
提供し、リスキリングに関するノウハウ共有、情報交換の促進や実践事例、支援情報を共有・展開

DX人材の育成に向けた取組

34

【R7予算額】 34,735千円
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新 在職者向けDX関連講座の開催（生産性向上推進リーダー育成講座）
ȰȡȨɔȅ Ǌǒ ǡ ∏¤ Ƿ ǡ Ǟ Ǆǒ ƻ   ȅ ǩ ȅ ǲ Ȃ
ǎǙ Ǌ  ǡŹƍ Ƿ ǡ ȅɓºȲǌǾ ȅ╔

（リスキリング推進ステップ）

新 女性デジタル人材の育成（デジチャレ信州事業）
ǡ ȅ ǞȰȡȨɔȢȖɔ ǛȖɌɓȋ ȅ ⱱ

ǚ ǝ ǀ ƿ ǚǀǾȰȡȨɔ ǚǡ ¤ ȅ

R6までの主な取組
✓ 企業DX推進人材育成講座 ＜R6：延べ374名受講（アーカイブ動画視聴者含む。3/10時点）＞

✓ デジタル革新に挑むDX人材育成講座＜R6：工短・南信工短104名、県内大学等230名、社会人406名受講＞

✓ DX人材育成プログラム（NTT東日本・信州大学・県（工短）＜R3.7～8 学生約200名が参加＞

地元企業・高等学校・工科短期大学の連携によるDX人材の育成（信州P-TECH）



デジタル化一貫支援体制整備事業

35

～ 各種業界団体等と連携した県内産業のデジタル化支援、生産性向上 ～

（デジタル・最先端技術活用推進PJ）
【R7予算額】

26,854千円

2024.12.20
長野県デジタル化一貫支援サイトを開設

デジタル化の機運醸成から現状把握、導入支援に至るま
での一貫した支援を目指し、国・県・市町村・商工会議
所・商工会等が実施するデジタル技術の導入・活用推進
に係る多数のコンテンツを掲載

ＵＲＬ https://nagano-digital-portal.jp

省力化や生産性の向上が期待できる汎用的の高いデジ
タルツール情報を掲載

併せて、各種業界団体等と連携し、導入の手助けとな
るデジタルツール情報を県内事業者に直接提供

課題解決を提案できる県内ＩＴ企業の紹介や有効と考
えられる対応策について必要な助言を行うことができ
る専門人材を配置し、電話、オンライン又は対面等に
対応する無料の相談窓口を開設

（掲載情報例）

・機運醸成・啓発のためのセミナー情報、デジタル化に関する県内事例

・経営診断のためのデジタル診断ツール

・経営者や現場リーダーを対象とした実践演習などの講座情報

・IT導入に対する補助制度や融資制度

・IT専門家・IT企業の情報（専門領域等） など

【デジタルツール情報】

掲載例：
・POSレジシステム「Airレジ」
・クラウド会計ソフト「freee」
・オンラインショップサービス「BASE」

など

掲載品数：82件
（R7.３.７現在）
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https://nagano-digital-portal.jp/
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② 助成制度

海外IT人材獲得支援事業

36

（デジタル・最先端技術活用推進PJ）
【R7予算額】

8,374千円
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対象者 県内事業者

受入れ1人あたり35 万円限度額 補助率 1/2 以内

対象経費 インターンシップ生の渡航費（旅費）、家賃・宿泊費、生活費、
おもてなしに係る経費（県内視察、地域との交流会開催等）

※2025年5～6月頃 案内開始予定

県HP

① 伴走支援 ※2025年5～6月頃 支援対象者の募集開始予定

インターンシップ等で取り組むテーマの設定支援、インターン候補者とのマッチング、インターンシップ時の通訳等を支援

令和7年度は、県内事業者のインターンシップ実施に対する
伴走支援や助成により、海外IT人材の獲得を後押し

・国内のみならず世界中でIT人材の獲得競争が激化する中、デジタル化やDX推進による産業競争力強化の観点でも
業種に関わらずIT人材獲得は不可欠

・令和6年度は、バングラデシュのIT人材活用を足掛かりに
セミナーやオンライン交流会等を通じて、県内情報関連
産業での人材活用の掘り起こし等を実施

https://www.pref.nagano.lg.jp/ritti-it/kaigaiitjinzai/index.html


お問い合わせ先

長野県 産業労働部 産業立地・ＩＴ振興課
026-235-7198

ritti-it@pref.nagano.lg.jp
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